
• リンパ腫検体を用いた基礎研究

• 調査研究で症状や治療後経過の特徴を解明

      三重大学病院（→ 三重県内）→ 全国規模

• 有望な治療法を見出す あるいは絞り込む

↓

研究者間で検討し新しい治療をデザイン

難治性リンパ腫の病態解明と治療開発

日々の診療の中での気づき

「標準治療が効かない」「再発が多い」

患者さんのことば

「同じ治療で、なぜ自分だけ再発」

• アウトカム研究
日常診療で、新しい治療が有効で
安全に行えていることを確認

より有効で優しい治療を三重、日本、世界のリンパ腫患者さんへ

アンメットメディカルニーズの同定

• 多機関共同臨床試験
新しい治療候補について
有効性と安全性を検討

（みなし）標準治療の確立

1991- 三重県内でのリンパ腫診断補助活動、病態研究

• 県内患者のマーカー診断（> 1,000例）

• 多剤耐性に関する基礎研究: NK/T細胞リンパ腫ほか

2000- リンパ腫の「新しい病気をみつける」

• 肝脾以外の末梢性T細胞リンパ腫

• CD5陽性びまん性大細胞型B細胞リンパ腫 (DLBCL)

2003- 難治性リンパ腫の「治療法をみつける」

* 研究事務局として開発に参加し, 国内外診療ガイドラインに収載

• 限局期NK/T細胞リンパ腫（RT-2/3DeVIC療法*）

• 進行期・再発・難治NK/T細胞リンパ腫（SMILE療法*）

• CD5陽性DLBCL（PEARL5型治療）

• 血管内大細胞型B細胞リンパ腫

• 中枢神経系再発高リスクDLBCL（進行中）・・

＜活動実績＞
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